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一方「鐘塔」の自動人形ハマンは（2），“It had limbs, and seemed clad in a
scaly mail, lustrous as a dragon-beetle’s”（828）であり，さらに“In fig-
ure, the creature for the belfry should not be likened after the human pat-




















テクストである，ギリシャ神話，Edmund Spenser の The Faerie Queene，


















の鱗に注目してみたい。『白鯨』（Moby-Dick ; or, the Whale）の 55章「怪異
なるクジラの絵について」（“Of the Monstrous Pictures of Whales”）におい
て語り手イシュメイル（Ishmael）は，古代からルネサンス期に至るまでの人
びとが想像力にまかせて描いた，monster 的なクジラの絵について語ってい
る。“the dolphin was drawn in scales of chain-armor like Saladin’s”
（1073）というように，サラディン王がまとうような鎖帷子の鱗をつけて描か
れているイルカの絵について述べ，イルカがクジラの一種であると考えられて
いたという説を紹介する。“in those days［i.e. in the Revival of Learn-
ing］，and even down to a comparatively late period, dolphins were popu-
larly supposed to be a species of the Leviathan”（1074）このような分類学
上の誤謬への言及と，82章で語られる竜とクジラの交換可能性“in many old
chronicles whales and dragons are strangely jumbled together, and often
stand for each other”（1181）は，メルヴィルのテクストにおける，鎖帷子
の鱗，イルカ，クジラ，竜の連想的関連性を示す。加えてイシュメイルは，ク
ジラを絵画として描くことは不可能であり，正確に視覚化することはできない
と結論づけている。“the great Leviathan is that one creature in the world

















































に隠されているうちは“all sorts of vague apprehensions”（823）を，そし
て，その姿があらわになった際は“horrified alarm”（828）を醸し出し，見
８０ 機械仕掛けのリヴァイアサン












（“Extracts”）における“by Art is created that great LEVIATHAN called a
COMMON-WEALTH, or STATE（in Latin CIVITAS），which is but an
Artificial Man”（785 ; Hobbes 16）である。この引用が「文献抄」における













のだが，Julien Markels, George Shulman, Paul Downes, Maurice S. Lee，














































（Long Ghost）が Virgil の詩を引用したり，“Hobbes of Malmsbury”につい































ンナは“a partial type of an ulterior creature”（830）であるハマンを，

















































の地獄」（“The Tartarus of Maids”）と「鐘塔」とを並列させてみたい。









“maids”であり，“mere cogs to the wheels”（1277）となって，人間の生殖
を支配する製紙機械に仕えている。H. Bruce Franklin が指摘するように，彼
８６ 機械仕掛けのリヴァイアサン
女たち自身が自動人形と化しており（67），専制君主「スルタン」の奴隷にな
っている。“as the slave serves the Sultan”（1277）語り手はさらにこの
ハーレムの王である製紙機械を，“inflexible iron animal”と，さらには























絵をなす「独身男たちの天国」（“The Paradise of Bachelors”）においてロン
ドンのテンプル法学院を訪ねた時のことを思い出し，“Though the two ob-
８７機械仕掛けのリヴァイアサン
jects did by no means completely correspond, yet this partial inadequacy
but served to tinge the similitude not less with the vividness than the dis-



























て語り，“labyrinth-minded［. . .］at once politicians and philosophers”
（477）という評価を与えている。さらにフランクリンを“a tanned Machi-










“Nature”（“the laws of nature and of nature’s God”）は，“the separate
and equal station”を与えるものであり，独立宣言の主調であるイギリス王
政への決別の根幹をなす不可侵の権利である。一方，ホッブズはまさにこの自
然の状態こそが，有名な“a war as is of every man against every man”「万
人の万人に対する闘争状態」を生み出すものだとし（14），この状態の前提にあ
る「自然法」“the Law of Nature”を放棄して，社会契約による共通権力，










“to rival［Nature］，outstrip her, and rule her”（831）である。彼は，ホッ




picion that it was but a living man”（822）という疑いを抱かせるものであ
り，ハマンを覆うドミノ仮装衣の下には生物ともゼンマイ仕掛けともつかない









鐘にも，Art への Nature の混入が認められる。“a splinter［of the smitten
part］was dashed into the seething mass, and at once was melted in”
（821）結果的にはこの溶け込んだ人体が原因の構造的な欠陥ゆえに，鐘は鐘
塔から落下してしまうのだが，バンナドンナはこの Nature の痕跡であり構造
的欠陥部分でもある“one strange spot”を“some preparations which none
knew better to devise”（821）によって塗りつぶしてしまっている。Art を
追求する過程での Nature の混入は，他ならぬバンナドンナ自身が“he al-








著に現れている。彼が鋳造する鐘は“the great state-bell that the founder






を見た際に“gone mad by fear”（828）となったスパニエル犬によっても補
強される。ホッブズは『リヴァイアサン』の 29章において，コモンウェルス
を弱体化させる要因のひとつに，古代ギリシャ人やローマ人の政治や歴史の本
を読むこと“the Reading of the books of Policy, and Histories of the an-
tient Greeks, and Romans”を挙げ，こうした思想は“killing of a Tyrant is
lawull”とみなす“the biting of a mad Dogge”，すなわち“Hydrophobia”
だとしている。（507-508）共和主義を賛美する政治思想は，コモンウェルス
の身体を弱体化させる「狂犬病」なのである。このスパニエルの狂犬が“it



























いて，アメリカの軍法会議法（The Articles of War）について，“They can-
not be the indigenous growth of those political institutions, which are
based upon that arch-democrat Thomas Jefferson’s Declaration of Inde-
pendence?”と述べ，この法律を“an importation from abroad, even from
Britain, whose laws we Americans hurled off as tyrannical, and yet re-






「鐘塔」の 1年前の 1854年に発表された「エンカンタダス」（“The Encan-
９２ 機械仕掛けのリヴァイアサン
tadas”）の第 7スケッチ「チャールズ島とドッグ・キング」（“Charles’s Is-




















テクストを締めくくるセンテンスである“pride went before the fall”（823）
という人生であったバンナドンナの前に，“a king over all the children of
pride”（Job 41 : 34）としてリヴァイアサンは確かに現前している。しかし，
Lee の言葉を借りるならば“indeterminate politics of deconstruction”
（136）の状態にあった作者は，バンナドンナを殺し，リヴァイアサンを海に
帰してしまう。物語の冒頭で読者に示される，“stone pine”であるかつての
鐘塔が，“one steadfast spear of lichened ruin”（819）となって地衣類に覆
９３機械仕掛けのリヴァイアサン















の記述に頼ったものだろうと Kakoudaki は推測している。（158, 237）
⑶ Talus/ Talos のソースについては，Sweeney に詳しい。














tiansson and Tralau 303-6）














⑽ 同じ第 8章には，13世紀イングランドの科学者，哲学者で宗教者であった Friar
Bacon，すなわちロジャー・ベイコン（Roger Bacon）の名前が言及されている。
ベイコンの名前は，メルヴィルが「鐘塔」を書く際に影響を受けたと考えられ





ター』の 19章には，ポー（Edgar Alan Poe）がそのからくりを解き明かそう試
みるエッセイを執筆した，Kempelen の自動チェス差し人形の記述が出てきてい
る。「鐘塔」と同じ時期のテクストに，ホッブズと，Brazen Head や Kempelen
のチェス・プレイヤーといった自動人形との連想的な結びつきを確認することが
できるだろう。
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